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機械化　消費者の信頼も
井川氏

したところ、既存の食品だけでなく価格が高いオー

ガニック食品を充実させ、消費者が選択できるよう

に並べていた。同じことが日本ですぐ起こるとは考

えにくいが、実現すれば面白い。

井川氏　ＧＡＰとは別の規格だが、管内９ＪＡで生

産する「十勝川西長いも」の選果場などが食品の国

際認証規格「ＳＱＦ」を取得した。ナガイモは米国

などへの輸出に力を入れている。海外の受け入れ先

が具体的な認証を求めてくるケースは今後増える可

能性がある。そうなれば否が応でも取り組まざるを

得なくなる。

　　　◇　　　◇

― ＧＡＰ以外に、十勝農業が食の安全・安心のため

にすべきことは。

渡辺氏　繰り返しになるがＧＡＰへの取り組みをベ

ースに、他の産地としっかり差別化できる商品を開

発することだ。食品原料の供給だけをしていても、

利益は増えにくい。その前提には、ＧＡＰに沿って

生産した農畜産物をＨＡＣＣＰ対応の工場で加工す

る体制を整えることがある。十勝には多くの農業関

連組織があるが、目指すベクトルは必ずしも一致し

ていない印象だ。付加価値向上を目的とした組織を

統一し、地域一丸で商品開発に乗り出すことを期待

する。

大野氏　消費者とのつながりをいかに深めていくか

も重要だ。生産者の思いが十分に伝わっていない一

方、食に対する関心を高めている消費者をわれわれ

が理解し切れていない面もある。行政を含め、地域

全体でしっかり情報発信すべきだ。

井川氏　機械化も安全・安心と無関係ではない。Ｊ

Ａ中札内村では枝豆生産に力を入れ、加工作業の機

械化を進めている。きっかけは人手不足への対応だ

ったが、できるだけ人の手に触れないようにするこ

とで衛生上のリスクを低減できると実感している。

機械化によって、消費者から衛生面での信頼を得ら

れる面がありそうだ。

＜ＧＡＰ（グッド・アグリカルチュラル・プラクテ

ィス）＞

　農業生産工程管理と訳される。農薬や肥料の管

理、異物混入の防止など、農畜産物の生産工程で細

かくチェック項目を定め、順守するよう求める。グ

ローバルＧＡＰや日本版ＧＡＰでは、生産者が順守

しているかを専門機関が認証する。一方、管内ＪＡ

で構成するＪＡネットワーク十勝は独自の「十勝型

ＧＡＰ」を2010年に策定。18年度から、グローバル

ＧＡＰなどの認証取得を目指すステップと位置付け

た。認証の仕組みはないが、管内農業全体の底上げ

のため生産者に幅広く順守を呼び掛ける。

（座談会は2018年3月31日付十勝毎日新聞「農業ガ

イド」に掲載されました）




